
2010 年 8 月 6 日 

 

（社）日本船主協会 

海務部 

 

ソマリア沖・アデン湾 海賊対処行動部隊への訪問団派遣のご報告 

 

今般、当協会は、ソマリア沖・アデン湾において海賊対策に従事されている海賊対処行

動航空隊および同水上部隊の皆様に対して感謝とお礼を申し上げるため、宮原会長を団長

とする、当協会関係者 10 名および同行記者 3 名の総勢 13 名からなる訪問団を結成し、8

月 2 日から 6 日の日程でジブチ共和国に派遣いたしました（参加メンバーおよび訪問先は

【別紙】をご参照下さい）。 

同国滞在中は、海運業界としてのお礼の気持ちを込めて「感謝の集い」を開催しました。

現地の厳しい環境の中で海賊対処行動に従事されている部隊の皆様始め現地の関係者な

ど約 180 名にお集まりいただき、互いの懇親を深めるとともに、現地の航空隊ならび

に水上部隊に対して、宮原会長よりそれぞれ感謝状と記念品を贈呈いたしました。 

また、航空隊（P-3C 哨戒機）と陸上自衛隊・中央即応集団からなる航空隊基地、およ

び「ゆうぎり」、「むらさめ」の両護衛艦を訪問し、海賊対処任務の現状説明を受けて意見

交換を行いました。 

さらに、3日には、ゲレ大統領を表敬訪問し、宮原会長よりわが国の海賊対処行動への協

力に対する感謝を申し上げたところ、大統領からは、我が国海賊対処行動を高く評価する

こと、またわが国船舶のジブチ寄航の増加など「アフリカのドバイ」を目指す同国への民

間ベースでの経済活動の活性化を期待する旨の発言がありました。 

なお、今回の訪問団派遣にあたっては、国土交通省、外務省、防衛省ならびに在ジブチ

共和国・日本大使館の絶大なるご支援・ご協力を得ました。 

以上 



 

 

【別紙】 

 

参加メンバーおよび訪問先について 

 

1． 参加メンバー 

① 宮原 耕治  日本船主協会会長（日本郵船会長） 

② 中本 光夫  日本船主協会理事長 

③ 半田  收  日本船主協会常務理事 

④ 赤峯 浩一  日本郵船 経営委員 

⑤ 根本 正昭  商船三井 執行役員 

⑥ 佐々木真己  川崎汽船 常務取締役 

⑦ 三浦 和也  新和海運 海技・安全管理グループ部長 

⑧ 奈良 博文  東京マリン 執行役員 

⑨ 榎戸  純  日本船主協会会長秘書（日本郵船） 

⑩ 山内 章裕  日本船主協会海務部課長 

〔同行プレス関係者〕 

① 税所 史朗  海事プレス 専務取締役 

② 鈴木 幸一  海運経済新聞社 記者 

③ 穴澤 修平  日本海事新聞社 記者 

 

計    13 名  

 

2．訪問スケジュール 

 

8 月 2 日(月)：成田発 

8 月 3 日(火)：ジブチ着 

8 月 4 日(水)：ジブチ滞在 

8 月 5 日(木)：ジブチ発 

8 月 6 日(金)：成田着 

 

以上 


